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研究成果の概要 

2024年度に実施した研究内容は以下の 3つである。 

① 重度 ARDS モデルでの Lung stress mapping法妥当性確認- 胸膜圧センサー 

肺サーファクタント除去＋3時間高ストレス人工呼吸の組み合わせによる重度 ARDSモデルを作成した。

重度 ARDS肺 (n=7)を対象に、3個の薄型胸膜圧センサーを留置し、lung stress を直接測定した。同時

に、胸部 CTを撮影し lung stress mapping自動作成プログラムにより lung stress mapping を作成し

た。胸膜圧センサー留置部位の局所 lung stressと、センサー領域と同じ高さに相当する lung stress

平均値の相関性と一致性を、回帰分析及び Bland-Altman 解析により統計学的に確認した。結果、両者

の間に高い相関性 (Pearson’r = 0.97, p<0.01, slope = 0.98, intercept = -0.43)と高い一致性 

(平均差 = 0.7)を確認した。 

② Lung stress mapping 法妥当性確認-炎症との相関 

兎 を対象に、鎮静・鎮痛下食道バルーンを留置、肺サーファクタント除去による ARDSモデルを作成

した。ARDSモデルに対して 4時間の肺保護換気を行い、Lung stress mappingを作成。腹側・背側か

ら肺組織を取り出し、それぞれの領域における局所肺組織中の炎症性サイトカイン mRNA発現量を定

量。Lung stress値と炎症性サイトカイン mRNA発現量の間に相関関係を明らかにした。結果、Lung 

stressが高い領域に、肺組織中 IL-6, IL-1β, TNF-αmRNA発現量が多いことを確認した。 

③ データ基盤構築のための前向き観察研究の継続 

ARDS患者を対象に lung stress mapping由来のパラメータと予後との関連を明らかにする観察研究を

継続した。日本呼吸療法医学会学術推進委員会で学会承認研究として認定され、学会を通して参加施

設を拡大させた。 
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